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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　スモールセルによって、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャスト
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）信号を受信することと、ここで、前記スモールセ
ルは、前記スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセルより
も実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし、前記スモールセルは、物理マルチキ
ャストチャネル（ＰＭＣＨ）上で送信しておらず、前記ＭＢＳＦＮ信号のためのデータレ
ート変調コーディング方式（ＭＣＳ）は、前記スモールセルがユニキャスト信号を送信し
ているかどうかに少なくとも部分的に基づいて決定されており、
　前記スモールセルによって、前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号の信
号強度を取得することと、
　前記スモールセルによって、前記ＭＢＳＦＮ信号の前記信号強度が、ＰＭＣＨ復号に十
分なしきい値信号強度値を満たさない、または超えないことを決定することと、
　前記スモールセルによって、前記ＭＢＳＦＮ信号の前記信号強度が、前記しきい値信号
強度値を満たさない、または超えないとの前記決定と、前記スモールセルがユニキャスト
信号を送信しているかどうかとに基づいて前記ＰＭＣＨ上で前記ＭＢＳＦＮ信号を送信す
ることと、
　を備える方法。
【請求項２】
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　前記取得することは、前記スモールセルにおいて受信された前記ＭＢＳＦＮ信号のメト
リックを測定することによって実行され、ここで、前記メトリックは、基準信号受信電力
（ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、または信号対雑音比（ＳＮＲ）から選択
される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記取得することは、前記スモールセルの無線範囲におけるユーザ機器（ＵＥ）からの
情報を受信することによって実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記情報は、ＭＢＳＦＮサービスに対するＵＥの関心およびＭＢＳＦＮ信号強度のうち
、少なくとも前記ＭＢＳＦＮ信号強度を示す報告を備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記情報は、前記ＵＥからの物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）信号を介し
て受信される、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＵＥは、前記ＵＥによって測定されたＭＢＳＦＮ信号強度がしきい値よりも小さい
場合のみ、前記情報を提供する、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記スモールセルからの前記ＭＢＳＦＮ信号を送信するための送信電力を設定すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記送信電力を設定することは、前記スモールセルから送信されるべき連続したＭＢＳ
ＦＮサブフレームの数に基づいて、前記送信電力をランプアップすることをさらに備える
、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記スモールセルのＭＢＳＦＮ送信状態、ＭＢＳＦＮ送信電力、およびユニキャスト送
信状態のうちの少なくとも１つをマルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）に報告する
ことをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＭＣＥは、前記スモールセルがユニキャスト信号を送信しているかどうかに少なく
とも部分的に基づいて、前記ＭＢＳＦＮ信号のためのデータレート変調コーディング方式
（ＭＣＳ）を決定する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＭＢＳＦＮ信号のデータレート変調コーディング方式（ＭＣＳ）、または前記スモ
ールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号を受信するユーザ機器（ＵＥ）によって使用
されたデータレートＭＣＳのうちの少なくとも１つに基づいて、データ品質要件を決定す
ることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　データ品質要件に基づいて、前記スモールセルによって送信されるＭＢＳＦＮシンボル
の電力を設定することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　スモールセルにおいて、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャスト
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）信号を受信するための手段と、ここで、前記スモ
ールセルは、前記スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセ
ルよりも実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし、前記スモールセルは、物理マ
ルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）上で送信しておらず、前記スモールセルによって受信
される前記ＭＢＳＦＮ信号のためのデータレート変調コーディング方式（ＭＣＳ）は、前
記スモールセルがユニキャスト信号を送信しているかどうかに少なくとも部分的に基づい
て決定されており、
　前記スモールセルによって、前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号の信
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号強度を取得するための手段と、
　前記スモールセルによって、前記ＭＢＳＦＮ信号の前記信号強度がＰＭＣＨ復号に十分
なしきい値信号強度値を満たさない、または超えないことを決定するための手段と、
　前記スモールセルによって、前記ＭＢＳＦＮ信号の前記信号強度が、前記しきい値信号
強度値を満たさない、または超えないとの前記決定と、前記スモールセルがユニキャスト
信号を送信しているかどうかとに基づいて前記ＰＭＣＨ上で前記ＭＢＳＦＮ信号を送信す
るための手段と、
　を備える装置。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、および、
　　スモールセルにおいて、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャス
ト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）信号を受信することと、ここで、前記スモール
セルは、前記スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセルよ
りも実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし、前記スモールセルは、物理マルチ
キャストチャネル（ＰＭＣＨ）上で送信しておらず、前記スモールセルによって受信され
る前記ＭＢＳＦＮ信号のためのデータレート変調コーディング方式（ＭＣＳ）は、前記ス
モールセルがユニキャスト信号を送信しているかどうかに少なくとも部分的に基づいて決
定されており、
　　前記スモールセルによって、前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号の
信号強度を取得することと、
　　前記スモールセルによって、前記ＭＢＳＦＮ信号の前記信号強度がＰＭＣＨ復号に十
分なしきい値信号強度値を満たさない、または超えないことを決定することと、
　　前記スモールセルによって、前記ＭＢＳＦＮ信号の前記信号強度が、前記しきい値信
号強度値を満たさない、または超えないとの前記決定と、前記スモールセルがユニキャス
ト信号を送信しているかどうかとに基づいて前記ＰＭＣＨ上で前記ＭＢＳＦＮ信号を送信
することと、
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備える装置。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、
または信号対雑音比（ＳＮＲ）から選択されたメトリックを使用して、前記スモールセル
において受信された前記ＭＢＳＦＮ信号のメトリックを測定することによって、前記取得
することを実行するようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記プロセッサは、前記スモールセルの無線範囲におけるユーザ機器（ＵＥ）からの情
報を受信することによって、前記取得することを実行するようにさらに構成される、請求
項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、ＭＢＳＦＮサービスに対するＵＥの関心およびＭＢＳＦＮ信号強度
のうち、少なくとも前記ＭＢＳＦＮ信号強度を示す報告を備える前記情報を前記受信する
ようにさらに構成される、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、前記ＵＥから物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）信号を
介して前記情報を受信するようにさらに構成される、請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、前記スモールセルから前記ＭＢＳＦＮ信号を送信するための送信電
力を設定するようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項２０】
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　前記プロセッサは、前記スモールセルから送信されるべき連続したＭＢＳＦＮサブフレ
ームの数に基づいて、前記送信電力をランプアップすることによって、前記送信電力を設
定するようにさらに構成される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記プロセッサは、前記スモールセルのＭＢＳＦＮ送信状態、ＭＢＳＦＮ送信電力、お
よびユニキャスト送信状態のうちの少なくとも１つをマルチキャスト協調エンティティ（
ＭＣＥ）に報告するようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項２２】
　前記プロセッサは、前記ＭＢＳＦＮ信号で使用されたデータレート変調コーディング方
式（ＭＣＳ）、または前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号を受信するユ
ーザ機器（ＵＥ）によって使用されたデータレートＭＣＳのうちの少なくとも１つに基づ
いて、データ品質要件を決定するようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項２３】
　前記プロセッサは、データ品質要件に基づいて、前記スモールセルによって送信された
ＭＢＳＦＮシンボルの電力を設定するようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置
。
【請求項２４】
　コンピュータ実行可能なコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードは、
　スモールセルにおいて、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャスト
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）信号を受信することと、ここで、前記スモールセ
ルは、前記スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセルより
も実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし、前記スモールセルは、物理マルチキ
ャストチャネル（ＰＭＣＨ）上で送信しておらず、前記ＭＢＳＦＮ信号のためのデータレ
ート変調コーディング方式（ＭＣＳ）は、前記スモールセルがユニキャスト信号を送信し
ているかどうかに少なくとも部分的に基づいて決定されており、
　前記スモールセルによって、前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号の信
号強度を取得することと、
　前記スモールセルによって、前記ＭＢＳＦＮ信号の前記信号強度がＰＭＣＨ復号に十分
なしきい値信号強度値を満たさない、または超えないことを決定することと、
　前記スモールセルによって、前記ＭＢＳＦＮ信号の前記信号強度が、前記しきい値信号
強度値を満たさない、または超えないとの前記決定と、前記スモールセルがユニキャスト
信号を送信しているかどうかとに基づいて前記ＰＭＣＨ上で前記ＭＢＳＦＮ信号を送信す
ることと、
　を行うためのコードを備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　本出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる、２０１３年３月１日に出願
された仮出願第６１／７７１，７２６号の米国特許法第１１９条（ｅ）項に基づく優先権
を主張する。
【技術分野】
【０００２】
関連出願の相互参照
　本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、ワイヤレスネ
ットワークのスモールセルを伴う発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャスト
サービス（ｅＭＢＭＳ：Evolved Multimedia Broadcast Multicast Service）の実装を管
理することに関する。
【背景技術】
【０００３】
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　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどのような様々な通信サービスを提供するために広く展開されて
いる。これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有する
ことによって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであってよ
い。そのような多元接続ネットワークの例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワ
ーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネッ
トワーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ
（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）の通信をサポー
トすることができるいくつかの基地局を含み得る。ＵＥは、ダウンリンクおよびアップリ
ンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（または順方向リンク）は基地局からＵ
Ｅへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）はＵＥから基地局への通
信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（３
ＧＰＰ）Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）は、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓ
ｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ（登録商標））
およびＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の発展形として、セルラー技術を進展させた。ＬＴＥ物理層（Ｐ
ＨＹ）は、発展型Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）のような基地局と、ＵＥのようなモバイルエン
ティティとの間でデータと制御情報の両方を搬送する効率的な方法を提供する。従来の適
用形態では、マルチメディアのために高帯域幅通信を支援するための方法は、単一周波数
ネットワーク（ＳＦＮ:single frequency network）動作であった。ＳＦＮは、たとえば
、ｅＮＢのような無線送信機を利用して、加入者ＵＥと通信する。ユニキャスト動作では
、各ｅＮＢは、１つまたは複数の特定の加入者ＵＥに向けられた情報を搬送する信号を送
信するために制御される。ユニキャストシグナリングの特異性は、たとえば、音声通話、
テキストメッセージング、またはビデオ通話のような、人対人のサービスを可能にする。
【０００６】
　[0006]ブロードキャスト動作では、ブロードキャストエリア中のいくつかのｅＮＢが、
同期された方式で複数の信号をブロードキャストし、ブロードキャストエリア中のいずれ
の加入者ＵＥによっても受信されアクセスされ得る情報を搬送する。ブロードキャスト動
作の汎用性によって、公衆が関心を持つ情報、たとえば、イベント関連のマルチメディア
ブロードキャストを送信する際の効率を、より高くすることが可能になる。イベント関連
のマルチメディアおよび他のブロードキャストサービスに対する需要およびシステム能力
が向上してきたので、システムオペレータは、３ＧＰＰネットワークにおいてブロードキ
ャスト動作を利用することに対して、さらに関心を示すようになった。同時に、ワイヤレ
スネットワークは、フェムトセルおよびピコセルなどの小型の低電力セルのますますの増
加を見てきた。スモールセルからｅＭＢＭＳ信号をブロードキャストすることは、ハンド
オーバ、アイドルモードの挙動を伴うワイヤレスネットワークにおける問題と、関連する
スモールセルｅＭＢＭＳ管理問題とを提起する場合がある。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]ワイヤレスネットワークのスモールセルを伴うｅＭＢＭＳの実装を管理するため
の方法、装置、およびシステムは、発明を実施するための形態において詳細に説明され、
いくつかの態様が以下で要約される。この概要および以下の発明を実施するための形態は
、統合された開示の補助的な部分として解釈されるべきであり、これらの部分は、重複す
る主題および／または補足的な主題を含み得る。いずれかのセクションの省略は、統合さ
れた適用例において説明される任意の要素の優先順位または相対的な重要性を示すもので
はない。セクション間の差は、代替実施形態の補足的な開示、追加の詳細、または異なる
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用語を使用した同一の実施形態の代替的説明を含むことがあり、このことはそれぞれの開
示から明らかであるはずである。
【０００８】
　[0008]一態様では、ワイヤレス通信のためのスモールセルによる方法は、スモールセル
によって、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネッ
トワーク（ＭＢＳＦＮ：Multicast-Broadcast Single Frequency Network）信号を受信す
ることを含み得、スモールセルは、スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークに
おける各マクロセルよりも実質的に小さい送信電力を有することを特徴とする。本方法は
、スモールセルが、スモールセルの無線範囲内のＭＢＳＦＮ信号の測定値を取得すること
をさらに含み得る。本方法は、スモールセルが、測定値に基づいて動作することをさらに
含み得る。スモールセルは、ピコセル、フェムトセル、またはホーム発展型Ｎｏｄｅ　Ｂ
（ＨｅＮＢ）のうちの少なくとも１つであり得るか、またはそれを含み得る。
【０００９】
　[0009]一態様では、取得することは、スモールセルにおいて受信されたＭＢＳＦＮ信号
のメトリックを測定することによって実行され得る。たとえば、メトリックは、基準信号
受信電力（ＲＳＲＰ：Reference Signal Received Power）、基準信号受信品質（ＲＳＲ
Ｑ：Reference Signal Received Quality）、または信号対雑音比（ＳＮＲ：Signal-to-N
oise Ratio）から選択され得る。
【００１０】
　[0010]別の態様では、取得することは、スモールセルの無線範囲におけるユーザ機器（
ＵＥ）からの情報を受信することによって実行され得る。そのような場合、情報は、ＵＥ
のＭＢＳＦＮサービスに対する関心、またはＭＢＳＦＮ信号強度のうちの少なくとも１つ
を示す報告を含み得る。情報は、たとえば、ＵＥからの物理ランダムアクセスチャネル（
ＰＲＡＣＨ：Physical Random Access Channel）信号を介して、スモールセルによって受
信され得る。一態様では、ＵＥは、ＵＥによって測定されたＭＢＳＦＮ信号強度がしきい
値よりも小さい場合のみ、情報を提供し得る。
【００１１】
　[0011]別の態様では、スモールセルが測定値に基づいて動作することは、スモールセル
からＭＢＳＦＮ信号を送信するための送信電力を設定することを含み得る。たとえば、送
信電力を設定することは、スモールセルから送信されるべき連続したＭＢＳＦＮサブフレ
ームの数に基づいて、送信電力をランプアップすることを含み得る。
【００１２】
　[0012]代替態様では、または追加として、動作することは、スモールセルからＭＢＳＦ
Ｎ信号を送信するかどうかを決定することを含み得る。ＭＢＳＦＮ信号を送信するかどう
かを決定することを実行することは、たとえば、スモールセルがユニキャスト信号を送信
しているかどうかにさらに基づき得る。スモールセルがＭＢＳＦＮ信号を送信している、
または送信しようとしているとき、本方法は、スモールセルのＭＢＳＦＮ送信状態、ＭＢ
ＳＦＮ送信電力、およびユニキャスト送信状態のうちの少なくとも１つをマルチキャスト
協調エンティティ（ＭＣＥ：Multicast Coordinating Entity）に報告することをさらに
含み得る。したがって、本方法の別の態様では、ＭＣＥは、スモールセルがユニキャスト
信号を送信しているかどうかに少なくとも部分的に基づいて、ＭＢＳＦＮ信号のためのデ
ータレート変調コーディング方式（ＭＣＳ：Modulation and Coding Scheme）を決定し得
る。
【００１３】
　[0013]代替態様では、または追加として、動作することは、ＭＢＳＦＮ信号のデータ品
質要件にさらに基づき得る。そのような場合、本方法は、ＭＢＳＦＮ信号で使用されたデ
ータレート変調コーディング方式（ＭＣＳ）に基づいて、データ品質要件を決定すること
をさらに含み得る。代替として、または追加として、本方法は、スモールセルの無線範囲
内のＭＢＳＦＮ信号を受信するユーザ機器（ＵＥ）によって使用されたデータレート変調
コーディング方式（ＭＣＳ）に基づいて、データ品質要件を決定することを含み得る。一
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態様では、本方法は、データ品質要件に基づいて、スモールセルによって送信されたＭＢ
ＳＦＮシンボルの電力を変調することを含み得る。
【００１４】
　[0014]別の態様では、ワイヤレス通信のためのモバイルエンティティによる方法は、モ
バイルエンティティによって、ネットワークから、ＭＢＭＳサービスをサポートするマク
ロセルまたは周波数またはスモールセルのうちの少なくとも１つについての周波数情報ま
たはセルＩＤ情報のうちの少なくとも１つを受信することを含み得る。本方法は、ユーザ
のサービスに対する関心を示すユーザ関心情報を受信することを含み得る。本方法は、モ
バイルエンティティによって、ＭＢＭＳサービスに対する関心を示すユーザ関心情報に基
づいて、セル再選択のためのマクロセルまたは周波数を優先順位付けすることをさらに含
み得る。一態様では、モバイルエンティティはアイドル状態であり得る。
【００１５】
　[0015]関係する態様では、上記で要約した方法と方法の態様とのいずれかを実行するた
めのワイヤレス通信装置が提供され得る。装置は、たとえば、メモリに結合されたプロセ
ッサを含み得、ここで、メモリは、上記で説明された動作を装置に実行させるためにプロ
セッサが実行するための命令を保持する。そのような装置のいくつかの態様（たとえば、
ハードウェア態様）は、モバイルエンティティなどの機器、たとえばモバイルエンティテ
ィまたはアクセス端末によって例示され得る。他の実施形態では、本技術の態様は、たと
えば、基地局、ｅＮＢ、ピコセル、フェムトセルまたはＨｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂなどのネ
ットワークエンティティにおいて、特にスモールセルにおいて実装され得る。いくつかの
態様では、モバイルエンティティおよびネットワークエンティティは、本明細書で説明さ
れる本技術の態様を実行するためにインタラクティブに動作し得る。同様に、プロセッサ
によって実行されると、上記で要約した方法と方法の態様とをネットワークエンティティ
またはアクセス端末に実行させる、符号化された命令を保持するコンピュータ可読記憶媒
体を含む、製造品が提供され得る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】遠隔通信（tele communication）システムのある例を概念的に示すブロック図。
【図２】遠隔通信システムにおけるダウンリンクフレーム構造のある例を概念的に示すブ
ロック図。
【図３】本開示の一態様に従って構成された基地局／ｅＮＢおよびＵＥの設計を概念的に
示すブロック図である概念的に示すブロック図。
【図４】レガシーキャリアタイプ（ＬＣＴ：legacy carrier type）スモールセルのオフ
状態におけるダウンリンクフレームを示す図。
【図５】レガシーキャリアタイプ（ＬＣＴ）スモールセルの休止状態におけるダウンリン
クフレームを示す図。
【図６】レガシーキャリアタイプ（ＬＣＴ）スモールセルのアクティブ状態におけるダウ
ンリンクフレームを示す図。
【図７】拡張型ニューキャリアタイプ（ｅＮＣＴ：enhanced new carrier type）スモー
ルセルのオフ状態におけるダウンリンクフレームを示す図。
【図８】拡張型ニューキャリアタイプ（ｅＮＣＴ）スモールセルの休止状態におけるダウ
ンリンクフレームを示す図。
【図９】拡張型ニューキャリアタイプ（ｅＮＣＴ）スモールセルのアクティブ状態におけ
るダウンリンクフレームを示す図。
【図１０】３ＧＰＰにおける展開されたスモールセルを有する現行のアーキテクチャ全体
を示す図。
【図１１】スモールセルを有するｅＭＢＭＳ論理アーキテクチャを示す図。
【図１２】スモールセル（低電力アクセスノード）において実行されるｅＭＢＭＳサービ
スを管理するための方法の一実施形態を示す図。
【図１３】スモールセル（低電力アクセスノード）において実行されるｅＭＢＭＳサービ
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スを管理するための方法の一実施形態を示す図。
【図１４】スモールセル（低電力アクセスノード）において実行されるｅＭＢＭＳサービ
スを管理するための方法の一実施形態を示す図。
【図１５】スモールセル（低電力アクセスノード）において実行されるｅＭＢＭＳサービ
スを管理するための方法の一実施形態を示す図。
【図１６】スモールセル（低電力アクセスノード）において実行されるｅＭＢＭＳサービ
スを管理するための方法の一実施形態を示す図。
【図１７】スモールセル（低電力アクセスノード）において実行されるｅＭＢＭＳサービ
スを管理するための方法の一実施形態を示す図。
【図１８】図１２～図１７の方法による、ｅＭＢＭＳサービスを管理するためのスモール
セル装置の一実施形態を示す図。
【図１９】モバイルエンティティにおいて実行されるセル再選択のための方法の一実施形
態を示す図。
【図２０】図１９の方法による、セル再選択のための装置の一実施形態を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　[0027]添付の図面に関して以下に示される発明を実施するための形態は、様々な構成を
説明するものであり、本明細書で説明される概念が実施され得る唯一の構成を表すもので
はない。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な
詳細を含む。しかしながら、これらの概念はこれらの具体的な詳細を伴わずに実施され得
ることが当業者には明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしな
いように、よく知られている構造およびコンポーネントをブロック図の形式で示す。
【００１８】
　[0028]本明細書で説明される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡおよび他のネットワークのような、様々なワイヤレス通信ネットワークに使
用され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用
される。ＣＤＭＡネットワークは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａ
ｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装することが
できる。ＵＴＲＡは、Ｗｉｄｅｂａｎｄ　ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣ
ＤＭＡの他の変形を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００規格と、ＩＳ－９５規格
と、ＩＳ－８５６規格とをカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓ
ｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）などの無線技
術を実装することができる。ＯＦＤＭＡネットワークは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ
－ＵＴＲＡ）、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８
０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標
））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡなどのような無線技術を実装する
ことができる。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔ
ｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ
　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ
（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ
、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒ
ａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ」（３ＧＰＰ）と称する団体から
の文書に記載されている。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔ
ｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２」（３ＧＰＰ２）という名称の組
織からの文書に記載されている。本明細書で説明される技法は、上記のワイヤレスネット
ワークおよび無線技術、ならびに他のワイヤレスネットワークおよび無線技術に使用され
得る。明快のために、本技法のいくつかの態様は以下ではＬＴＥに関して説明され、以下
の説明の大部分でＬＴＥ用語が使用される。
【００１９】
　[0029]図１は、ワイヤレス通信ネットワーク１００を示し、これはＬＴＥネットワーク
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であり得る。ワイヤレスネットワーク１００は、いくつかのｅＮＢ１１０と他のネットワ
ークエンティティとを含み得る。ｅＮＢは、ＵＥと通信する局であってよく、基地局、Ｎ
ｏｄｅ　Ｂ、アクセスポイント、または他の用語でも呼ばれ得る。各ｅＮＢ１１０ａ、１
１０ｂ、１１０ｃは、特定の地理的エリアに対して通信カバレッジを提供することができ
る。３ＧＰＰでは、「セル」という用語は、この用語が使用される状況に応じて、ｅＮＢ
のカバレッジエリアおよび／またはこのカバレッジエリアにサービスしているｅＮＢサブ
システムを指すことがある。
【００２０】
　[0030]ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプの
セルに通信カバレッジを提供し得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえ
ば、半径数キロメートル）をカバーでき、サービスに加入しているＵＥによる無制限アク
セスを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーでき、サービスに
加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さい
地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーでき、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（た
とえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）に
よる限定アクセスを可能にし得る。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれ
得る。ピコセルのためのｅＮＢは、ピコｅＮＢと呼ばれ得る。フェムトセルのためのｅＮ
Ｂは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）と呼ばれ得る。図１に示される例
では、ｅＮＢ１１０ａ、１１０ｂ、および１１０ｃは、それぞれマクロセル１０２ａ、１
０２ｂ、および１０２ｃのためのマクロｅＮＢであり得る。ｅＮＢ１１０ｘは、ピコセル
１０２ｘのためのピコｅＮＢであり得る。ｅＮＢ１１０ｙおよび１１０ｚは、それぞれフ
ェムトセル１０２ｙおよび１０２ｚのためのフェムトｅＮＢであり得る。ｅＮＢは、１つ
または複数の（たとえば、３つの）セルをサポートすることができる。フェムトセルおよ
びピコセルは、スモールセルの例である。本明細書で使用される場合、スモールセルは、
スモールセルを有するネットワークにおける各マクロセルよりも実質的に小さい送信電力
を有することを特徴とするセル、たとえば、３ＧＰＰ技術報告（Ｔ．Ｒ．:Technical Rep
ort）３６．９３２セクション４で定義されるような低電力アクセスノードを意味する。
【００２１】
　[0031]ワイヤレスネットワーク１００はまた、リレー１１０ｒを含み得る。リレーは、
上流局（たとえば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータおよび／または他の情報の送信を受信
し、そのデータおよび／または他の情報の送信を下流局（たとえば、ＵＥまたはｅＮＢ）
に送信する局である。リレーはまた、他のＵＥに対する送信を中継するＵＥであってよい
。図１に示される例では、リレー１１０ｒは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｒとの間の通
信を支援するために、ｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｒと通信し得る。リレーは、リレ
ーｅＮＢ、リレーなどと呼ばれることもある。
【００２２】
　[0032]ワイヤレスネットワーク１００は、様々なタイプのｅＮＢ、たとえば、マクロｅ
ＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどを含む異種ネットワークであり得る。こ
れらの様々なタイプのｅＮＢは、様々な送信出力レベル、様々なカバレッジエリア、およ
びワイヤレスネットワーク１００中の干渉に対する様々な影響を有し得る。たとえば、マ
クロｅＮＢは、高い送信電力レベル（たとえば、５～２０ワット）を有し得るが、ピコｅ
ＮＢ、フェムトｅＮＢ、およびリレーは、より低い送信電力レベル（たとえば、０．１～
２ワット）を有し得る。
【００２３】
　[0033]ワイヤレスネットワーク１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る
。同期動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有してよく、異なるｅＮＢから
の送信は時間的に概ね整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミ
ングを有することがあり、異なるｅＮＢからの送信は時間的に整合されないことがある。
本明細書で説明される技法は、同期動作と非同期動作の両方のために使用され得る。
【００２４】
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　[0034]ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結合し、これらのｅＮＢ
の協調と制御とを行い得る。ネットワークコントローラ１３０は、バックホールを介して
ｅＮＢ１１０と通信し得る。ｅＮＢ１１０はまた、たとえば、直接、またはワイヤレスバ
ックホールもしくは有線バックホールを介して間接的に、互いに通信し得る。
【００２５】
　[0035]ＵＥ１２０は、ワイヤレスネットワーク１００全体にわたって分散されてよく、
各ＵＥは、固定式でも移動式でもよい。ＵＥはまた、端末、移動局、加入者装置、局、ス
マートフォンなどとも呼ばれ得る。ＵＥは、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤ
レスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュー
タ、コードレス電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、または他のモバイルエン
ティティであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレー、ま
たは他のネットワークエンティティと通信することが可能であり得る。図１において、両
矢印付きの実線は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上での、ＵＥと、そのＵＥ
をサービスするように指定されたｅＮＢであるサービングｅＮＢとの間の、所望の送信を
示す。両矢印付きの破線は、ＵＥとｅＮＢとの間の干渉する送信を示す。
【００２６】
　[0036]ＬＴＥは、ダウンリンクで直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用し、アップ
リンクでシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦＤＭおよ
びＳＣ－ＦＤＭは、システム帯域幅を、一般にトーン、またはビンとも呼ばれ得る複数（
Ｋ）個の直交サブキャリアに分割する。各サブキャリアはデータで変調され得る。一般に
、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭでは時間領域で送信される
。隣接するサブキャリア間の間隔は固定されていてよく、サブキャリアの総数（Ｋ）はシ
ステム帯域幅に依存し得る。たとえば、Ｋは、それぞれ１．２５、２．５、５、１０また
は２０メガヘルツ（ＭＨｚ）のシステム帯域幅に対して、１２８、２５６、５１２、１０
２４または２０４８に等しくてよい。システム帯域幅は、また、複数のサブバンドに区分
され得る。たとえば、サブバンドは１．０８ＭＨｚをカバーでき、１．２５、２．５、５
、１０、または２０ＭＨｚのシステム帯域幅に対して、それぞれ１個、２個、４個、８個
、または１６個のサブバンドがあり得る。
【００２７】
　[0037]図２は、ＬＴＥにおいて使用されるダウンリンクフレーム構造２００を示す。ダ
ウンリンクの送信タイムラインは、無線フレームの単位に区分され得る。各無線フレーム
２１０は、所定の期間（たとえば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有してよく、０～９のインデ
ックスをもつ１０個のサブフレーム２２０に区分され得る。各サブフレームは、２個のス
ロットを含み得る。したがって、各無線フレームは、０～１９のインデックスをもつ２０
個のスロット２３０を含み得る。各スロットは、「Ｌ」個のシンボル期間、たとえば、図
２に示されるようにノーマルサイクリックプレフィックス（ＣＰ）の場合は７個のシンボ
ル期間、または拡張サイクリックプレフィックスの場合は６個のシンボル期間を含み得る
。ノーマルＣＰおよび拡張ＣＰは、本明細書では異なるＣＰのタイプとして言及され得る
。各サブフレーム中の２Ｌ個のシンボル期間には、０～２Ｌ－１のインデックスが割り当
てられ得る。利用可能な時間周波数リソースは、リソースブロックに区分され得る。各リ
ソースブロックは、１つのスロット中でＮ個のサブキャリア（たとえば、１２個のサブキ
ャリア）をカバーし得る。
【００２８】
　[0038]ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢ中の各セルに関する１次同期信号（ＰＳＳ）と２
次同期信号（ＳＳＳ）とを送信し得る。１次同期信号および２次同期信号は、図２に示さ
れるように、それぞれ、ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ各無線フレームのサ
ブフレーム０および５の各々の中のシンボル期間６および５の中で送信され得る。同期信
号は、セル検出および取得のためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、サブフレーム
０のスロット１中のシンボル期間０～３中で物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）
を送信し得る。ＰＢＣＨは何らかのシステム情報を搬送し得る。
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【００２９】
　[0039]ｅＮＢは、図２の第１のシンボル期間の全体の中に示されているが、各サブフレ
ームの第１のシンボル期間の一部のみの中で、物理制御フォーマットインジケータチャネ
ル（ＰＣＦＩＣＨ）を送信し得る。ＰＣＦＩＣＨは、制御チャネルのために使用されるい
くつか（Ｍ個）のシンボル期間を搬送することができ、ここで、Ｍは、１、２または３に
等しくてよく、サブフレームごとに変化し得る。Ｍはまた、たとえば、リソースブロック
が１０個未満である小さいシステム帯域幅では、４に等しくてよい。図２に示される例で
は、Ｍ＝３である。ｅＮＢは、各サブフレームの最初のＭ個のシンボル期間の中で（図２
ではＭ＝３）、物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）と物理ダウンリンク制
御チャネル（ＰＤＣＣＨ）とを送信し得る。ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド自動再送（ＨＡ
ＲＱ）をサポートするための情報を搬送し得る。ＰＤＣＣＨは、ＵＥのためのリソース割
り当てに関する情報と、ダウンリンクチャネルのための制御情報とを搬送し得る。図２の
第１のシンボル期間の中には示されていないが、ＰＤＣＣＨおよびＰＨＩＣＨは、第１の
シンボル期間の中にも含まれることが理解される。同様に、ＰＨＩＣＨおよびＰＤＣＣＨ
はまた、第２のシンボル期間と第３のシンボル期間の両方の中にあるが、図２にはそのよ
うには示されていない。ｅＮＢは、各サブフレームの残りのシンボル期間中に物理ダウン
リンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を送信し得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上でのデ
ータ送信のためにスケジューリングされたＵＥのためのデータを搬送し得る。ＬＴＥにお
ける様々な信号およびチャネルは、公開されている「Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（Ｅ－ＵＴＲＡ）；Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌｓ　ａｎｄ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ」と題する３ＧＰＰ　ＴＳ３
６．２１１に記載されている。
【００３０】
　[0040]ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにお
いて、ＰＳＳと、ＳＳＳと、ＰＢＣＨと、を送信し得る。ｅＮＢは、これらのチャネルが
送信される各シンボル期間中のシステム帯域幅全体にわたって、ＰＣＦＩＣＨとＰＨＩＣ
Ｈとを送信し得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のいくつかの部分においてＵＥのグループ
にＰＤＣＣＨを送信し得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分において特定のＵＥ
にＰＤＳＣＨを送信し得る。ｅＮＢは、すべてのＵＥにブロードキャスト方式で、ＰＳＳ
と、ＳＳＳと、ＰＢＣＨと、ＰＣＦＩＣＨと、ＰＨＩＣＨとを送信することができ、特定
のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＣＣＨを送信することができ、また特定のＵＥにユニキ
ャスト方式でＰＤＳＣＨを送信することができる。
【００３１】
　[0041]各シンボル期間において、いくつかのリソース要素が利用可能であり得る。各リ
ソース要素は、１つのシンボル期間中の１つのサブキャリアをカバーし得、実数値または
複素数値であり得る１つの変調シンボルを送信するために使用され得る。各シンボル期間
中に基準信号のために使用されないリソース要素は、リソース要素グループ（ＲＥＧ）中
に配置され得る。各ＲＥＧは、１つのシンボル期間中の４つのリソース要素を含み得る。
ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０において、周波数上でほぼ等しく離間され得る、４つの
ＲＥＧを占有し得る。ＰＨＩＣＨは、１つまたは複数の構成可能なシンボル期間において
、周波数上で拡散され得る、３つのＲＥＧを占有し得る。たとえば、ＰＨＩＣＨ用の３つ
のＲＥＧは、すべてシンボル期間０中に属していてよく、またはシンボル期間０、１およ
び２中に分散していてよい。ＰＤＣＣＨは、最初のＭ個のシンボル期間において、利用可
能なＲＥＧから選択され得る、９、１８、３２または６４個のＲＥＧを占有し得る。ＲＥ
Ｇのいくつかの組合せのみが、ＰＤＣＣＨに対して可能にされ得る。
【００３２】
　[0042]ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧを知り
得る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨのためのＲＥＧの様々な組合せを探索し得る。探索する組合せ
の数は、一般に、ＰＤＣＣＨに対して可能にされた組合せの数よりも少ない。ｅＮＢは、
ＵＥが探索することになる組合せのいずれかにおいて、ＵＥにＰＤＣＣＨを送り得る。
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【００３３】
　[0043]ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレッジ内にあり得る。そのＵＥをサービスするため
に、これらのｅＮＢのうちの１つが選択され得る。サービングｅＮＢは、受信電力、経路
損失、信号対雑音比（ＳＮＲ）、または他のパラメータなどの様々な基準に基づいて選択
され得る。一態様では、セル再選択は、ｅＮＢがマクロセルであるかどうかと、ｅＮＢが
関心のあるＭＢＭＳサービスをユーザにブロードキャストしているかどうかとに基づいて
、優先順位付けされ得る。
【００３４】
　[0044]図３は、図１の基地局／ｅＮＢの１つおよびＵＥの１つであり得る、基地局／ｅ
ＮＢ１１０およびＵＥ１２０の設計を示すブロック図を示す。制限された関連付けの状況
では、基地局１１０は図１のマクロｅＮＢ１１０ｃであってよく、ＵＥ１２０はＵＥ１２
０ｙであってよい。基地局１１０はまた、何らかの他のタイプの基地局であり得る。基地
局１１０は、アンテナ３３４ａ～３３４ｔを備えてよく、ＵＥ１２０は、アンテナ３５２
ａ～３５２ｒを備えてよい。
【００３５】
　[0045]基地局１１０において、送信プロセッサ３２０は、データソース３１２からデー
タを受信し、コントローラ／プロセッサ３４０から制御情報を受信し得る。制御情報は、
ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨなどのためのものであり得る。データ
は、ＰＤＳＣＨなどのためのものであり得る。プロセッサ３２０は、データと制御情報と
を処理（たとえば、符号化およびシンボルマッピング）して、それぞれデータシンボルと
制御シンボルとを取得し得る。プロセッサ３２０はまた、たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、お
よびセル固有基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（
ＭＩＭＯ）プロセッサ３３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、およ
び／または基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行するこ
とができ、出力シンボルストリームを変調器（ＭＯＤ）３３２ａ～３３２ｔに与えること
ができる。各変調器３３２は、（たとえば、ＯＦＤＭなどの）それぞれの出力シンボルス
トリームを処理して、出力サンプルストリームを取得し得る。各変調器３３２はさらに、
出力サンプルストリームを処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタリング、
およびアップコンバート）して、ダウンリンク信号を取得することができる。変調器３３
２ａ～３３２ｔからのダウンリンク信号は、それぞれアンテナ３３４ａ～３３４ｔを介し
て送信され得る。
【００３６】
　[0046]ＵＥ１２０において、アンテナ３５２ａ～３５２ｒは、基地局１１０からダウン
リンク信号を受信でき、受信された信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）３５４ａ～３５
４ｒに与えることができる。各復調器３５４は、それぞれの受信された信号を調整（たと
えば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプ
ルを得ることができる。各復調器３５４は、さらに、（たとえば、ＯＦＤＭなどの）入力
サンプルを処理して、受信されたシンボルを取得することができる。ＭＩＭＯ検出器３５
６は、すべての復調器３５４ａ～３５４ｒから受信シンボルを得て、可能な場合は受信さ
れたシンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出されたシンボルを与えることができる
。受信プロセッサ３５８は、検出されたシンボルを処理（たとえば、復調、デインターリ
ーブ、および復号）し、ＵＥ１２０の復号されたデータをデータシンク３６０に与え、復
号された制御情報をコントローラ／プロセッサ３８０に与えることができる。
【００３７】
　[0047]アップリンク上では、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ３６４は、データソ
ース３６２から（たとえば、ＰＵＳＣＨのための）データを受信し処理でき、コントロー
ラ／プロセッサ３８０から（たとえば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を受信し処理でき
る。プロセッサ３６４はまた、基準信号のための基準シンボルを生成することができる。
送信プロセッサ３６４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ３
６６によってプリコードされ、さらに（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）変調器３
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５４ａ～３５４ｒによって処理され、基地局１１０に送信され得る。基地局１１０におい
て、ＵＥ１２０からのアップリンク信号は、アンテナ３３４によって受信され、復調器３
３２によって処理され、可能な場合はＭＩＭＯ検出器３３６によって検出され、さらに受
信プロセッサ３３８によって処理されて、ＵＥ１２０によって送信される復号されたデー
タと制御情報とを得ることができる。プロセッサ３３８は、復号されたデータをデータシ
ンク３３９に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ３４０に与えること
ができる。
【００３８】
　[0048]コントローラ／プロセッサ３４０および３８０は、それぞれ基地局１１０および
ＵＥ１２０における動作を指示し得る。基地局１１０におけるプロセッサ３４０および／
または他のプロセッサとモジュールは、図１２～図１７に例示されている機能ブロック、
および／または本明細書で説明されている技法の他の処理を、実行し、または実行を指示
することもできる。ＵＥ１２０におけるプロセッサ３８０および／または他のプロセッサ
とモジュールは、図１９に例示されている機能ブロック、および／または本明細書で説明
されている技法の他の処理を、実行し、または実行を指示することもできる。メモリ３４
２および３８２は、基地局１１０およびＵＥ１２０のために、それぞれ、データとプログ
ラムコードとを記憶し得る。スケジューラ３４４は、ダウンリンク上および／またはアッ
プリンク上でのデータ送信のためにＵＥをスケジューリングし得る。
【００３９】
　[0049]一構成では、ワイヤレス通信のためのＵＥ１２０は、ＵＥの接続モード中に干渉
基地局からの干渉を検出するための手段と、干渉基地局の与えられた（yielded）リソー
スを選択するための手段と、与えられたリソース上の物理ダウンリンク制御チャネルのエ
ラーレートを取得するための手段と、エラーレートが所定のレベルを超えたことに応答し
て実行可能である、無線リンク障害を宣言するための手段とを含む。一態様では、上述の
手段は、上述の手段によって列挙される機能を実行するように構成された（１つまたは複
数の）プロセッサ、コントローラ／プロセッサ３８０、メモリ３８２、受信プロセッサ３
５８、ＭＩＭＯ検出器３５６、復調器３５４ａ、およびアンテナ３５２ａとすることがで
きる。別の態様では、上述の手段は、上述の手段によって列挙される機能を実行するよう
に構成されたモジュールまたは任意の装置とすることができる。
【００４０】
単一周波数ネットワークにおけるｅＭＢＭＳおよびユニキャストシグナリング
　[0050]マルチメディアのために高帯域幅通信を支援するための１つの機構は、単一周波
数ネットワーク（ＳＦＮ）動作であった。具体的には、発展型ＭＢＭＳ（ｅＭＢＭＳ）（
たとえば、ＬＴＥの分野ではマルチメディアブロードキャスト単一周波数ネットワーク（
ＭＢＳＦＮ）として最近知られるようになっているものを含むとしても知られる、マルチ
メディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）およびＬＴＥのためのＭ
ＢＭＳは、そのようなＳＦＮ動作を利用することができる。ＳＦＮは、たとえば、ｅＮＢ
のような無線送信機を利用して、加入者ＵＥと通信する。ｅＮＢのグループは、双方向情
報を同期した方式で送信できるので、信号は互いに干渉するのではなく、互いに補強し合
う。ｅＭＢＭＳの使用は、たとえばＵＥなどの複数のモバイルエンティティに、ＬＴＥネ
ットワークから共有コンテンツを送信する効率的な方法を提供し得る。
【００４１】
　[0051]ＬＴＥ　ＦＤＤのためのｅＭＢＭＳの物理層（ＰＨＹ）に関して、チャネル構造
は、混合されたキャリア上でｅＭＢＭＳ送信とユニキャスト送信を区分する、時分割多重
化（ＴＤＭ）リソースを備えてよく、これによって、柔軟で動的なスペクトルの利用が可
能になる。現在、マルチメディアブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ
）サブフレームとして知られる、サブフレームのサブセット（最大で６０％）が、ｅＭＢ
ＭＳ送信のために確保され（reserved）得る。したがって、現在のｅＭＢＭＳ設計は、１
０個のサブフレームのうち最大で６個をｅＭＢＭＳのために許可する。
【００４２】
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スモールセルｅＭＢＭＳ　－　概要
　[0052]スモールセルは、本明細書で使用される場合、３ＧＰＰ　Ｔ．Ｒ．３６．９３２
セクション４で定義されるような低電力アクセスノードを意味する。低電力ノードを使用
するスモールセルは３ＧＰＰリリース１２で考慮されており、３ＧＰＰリリース９以降、
ＭＢＭＳサポートが含まれているピコセルを含み得る。スモールセルにおけるｅＭＢＭＳ
の展開は、マクロセルからユニキャストトラフィックをオフロードし、システム容量を改
善するために使用され得る。加えて、スモールセル展開を伴うｅＭＢＭＳは、ＭＢＭＳサ
ービスを受信することに関心があるＵＥのハンドオーバイベントを軽減するために使用さ
れ得る。
【００４３】
　[0053]本開示は、ｅＭＢＭＳスモールセル展開に関するいくつかの特徴を提案する。こ
れらの特徴は、ＵＥがｅＭＢＭＳサービスに関心がある場合、ＵＥに、より高い選択優先
順位をマクロ層またはセルに割り当てさせることを含み得る。サービスを受信することに
ついての追加の情報を受信もしくは取得するべきである、またはサービスを受信しようと
しているとＵＥが決定した場合、ＵＥはサービスを受信することに関心がある。コアネッ
トワークは、マクロ層またはマクロセル情報を関心があるＵＥに示し得る。これらの特徴
は高密度のスモールセル展開において有用であり得、ここにおいて、１つまたは複数のス
モールセルは、同じマクロセルの無線範囲内に展開される。
【００４４】
　[0054]加えて、特徴は、スモールセルが物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）上で
送信しているかどうかに基づいて、スモールセルの休止状態とアクティブ状態の区別を採
用することを含み得る。休止状態およびアクティブ状態は、スモールセルからのユニキャ
スト送信とは無関係であり得る。
【００４５】
　[0055]特徴は、受信されたＭＢＳＦＮ信号強度の指示に基づいて、スモールセルがＰＭ
ＣＨを送信するべきかどうかを決定することをさらに含み得る。信号強度の指示は、ＭＢ
ＳＦＮ信号測定を行うスモールセルによって取得され得る。代替として、または加えて、
ＵＥはＭＢＭＳ指示と測定報告とをスモールセルに提供し得る。関心があるＵＥがスモー
ルセルによって検出されないか、またはＭＢＳＦＮ送信へのスモールセルの関与なしでＭ
ＢＳＦＮ信号強度が十分である場合、スモールセルはＭＢＳＦＮ送信を開始しない場合が
ある。
【００４６】
　[0056]特徴は、１つまたは複数のスモールセルの休止状態またはアクティブ状態を考慮
してマルチキャストコーディング方式（ＭＣＳ）を選択することをさらに含み得る。たと
えば、ＭＣＥまたは他のネットワークエンティティは、ＭＢＳＦＮ送信のためのＭＣＳを
選択するための処理への入力として、スモールセルの休止／アクティブ状態を使用し得る
。ネットワークは、ＭＢＳＦＮ送信をオンにする１つまたは複数のスモールセルを考慮す
るようにＭＣＳを選択し得る。ＭＣＳを選択するための処理は、可能な場合、スモールセ
ルにおいてＭＢＳＦＮ送信とユニキャスト送信とを整合(align)させる戦略を使用し得る
。たとえば、ＵＥ向けのＭＢＭＳサービスおよびユニキャストサービスは、異なる隣接す
るスモールセルからＵＥ（またはＵＳのセット）に提供されるのではなく、単一のスモー
ルセルによって提供されるべきである。
【００４７】
スモールセルを使用するｅＭＢＭＳに対するアイドルＵＥの挙動
　[0057]セル再選択を実行するときにｅＭＢＭＳサービスを受信することに関心があるＵ
Ｅは、マクロセルからよりもスモールセルからのＭＢＳＦＮ信号が強い場合であっても、
スモールセルがサービスを提供するのではなく、その同じサービスを提供するマクロ層ま
たはセルに、より高い優先順位を割り当て得る。たとえば、ＵＥがマクロセルから受信さ
れ得るｅＭＢＭＳサービスに関心がある限り、マクロセルには、任意の候補スモールセル
よりも高い優先順位が割り当てられ得る。この手法は、キャンプオンしたセルの頻繁な切
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替えと、システム情報の読取りおよびページングなど、セル切替えに関連付けられた対応
するオーバーヘッドアクティビティとを回避することができる。
【００４８】
　[0058]セル再選択中にマクロセルの優先順位付けを実施するために、ＵＥはマクロ層識
別子またはセル識別子（ＩＤ）を認識する必要があり得る。たとえばＢＭ－ＳＣで使用さ
れる現在のＭＢＭＳユーザサービス記述（ＵＳＤ）は、ＭＢＭＳ周波数層を示すために使
用され得る。たとえば、一実装形態では、ＵＳＤは、スモールセル周波数層を除外しなが
ら、１つまたは複数のマクロ周波数層を識別し得る。代替として、または加えて、近隣マ
クロセルＩＤは、ＭＢＭＳサービスをサポートするマクロセルを示すためにＵＥに提供さ
れるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）に追加され得る。
【００４９】
　[0059]ＭＢＭＳベースの優先順位付けは、高モビリティ状況（たとえば、車両などにお
いて高速で移動するモバイルＵＥ）におけるＵＥの挙動と相互作用し得る。セル選択にお
けるそのような優先順位付けは、ＵＥの速度とは無関係であってもよく、または、実装形
態に応じて、ＵＥの速度に部分的に依存して得る。
【００５０】
スモールセルを用いるｅＭＢＭＳに対する接続ＵＥの挙動
　[0060]ｅＭＢＭＳに関心があるＵＥは、高密度のスモールセル展開における交差する多
数のスモールセル境界によって引き起こされる頻繁なハンドオーバを軽減するために、マ
クロ層またはセルにハンドオーバされ得る。たとえば、「ＭＢＭＳＩｎｔｅｒｅｓｔＩｎ
ｄｉｃａｔｉｏｎ」は、ＭＢＭＳへの関心を示すためにＵＥによって使用され得る。ＵＥ
が関心があるサービスを有する周波数層と、ユニキャストとｅＭＢＭＳとの間の優先順位
とは、ＭＢＭＳＩｎｔｅｒｅｓｔＩｎｄｉｃａｔｉｏｎに含まれ得る。ＵＥからＭＢＭＳ
ＩｎｔｅｒｅｓｔＩｎｄｉｃａｔｉｏｎ信号を受信することによって、ｅＮＢはＵＥがｅ
ＭＢＭＳに関心があるかどうかを決定することができ、この情報をハンドオーバに使用す
ることができる。
【００５１】
ＭＢＳＦＮ測定値に基づくｅＭＢＭＳスモールセルの挙動
　[0061]スモールセルは、休止状態またはアクティブ状態であるとき、ＭＢＳＦＮ信号測
定を定期的に実行することができる。スモールセルは、たとえば、マクロセルまたは近隣
のスモールセルからの信号を含む、任意の受信されたＭＢＳＦＮ信号を測定するために、
ＭＢＳＦＮ基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）または信号対
雑音比（ＳＮＲ）を測定することができる。スモールセルは、いくつかのＵＥ機能（たと
えば、位置測定、信号測定）を含み、そのような測定を周期的に実行するこの機能を使用
することができる。同時に、マクロセルと同様に、ＵＥとは異なり、スモールセルはバッ
クホール通信を介してマルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）またはｅＮＢからマル
チキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）を受信することができる。
【００５２】
　[0062]ＭＢＳＦＮ信号の現在の測定値に基づいて、スモールセルは所定のアクションを
取ることができる。たとえば、ＭＢＳＦＮ信号品質がＰＭＣＨ復号に十分ではないことを
測定値が示すとき、休止スモールセルがＰＭＣＨ信号をブロードキャストすることができ
る。ＰＭＣＨ信号は、ＭＢＳＦＮ　ＲＳとデータの両方を含み得る。加えて、スモールセ
ルは、測定されたＭＢＳＦＮ信号強度に応じて実際のＰＭＣＨ送信電力を決定する（たと
えば、設定する）ことができる。さらなる例として、休止スモールセルは、ＵＥに対する
実装形態の影響を最小限に抑えるために、連続したＭＢＳＦＮサブフレームの数に応じて
ＭＢＳＦＮ送信電力をランプアップすることができる。
【００５３】
　[0063]加えて、スモールセルは、ＭＢＭＳ管理の他の態様を制御するために、信号強度
測定値を使用し得る。たとえば、ＭＢＳＦＮ信号強度に応じて、アクティブスモールセル
はミュートするか、またはＰＭＣＨシンボルを送信するために、ユニキャストまたはスモ
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ールセルのフル送信電力と比較して低減された電力を使用することができる。電力低減の
程度は、ＰＭＣＨ品質要件に基づき得る。たとえば、アクティブスモールセルは、現在の
ＭＣＳに基づく信号しきい値（たとえば、ＭＢＳＦＮ　ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、またはＳＮ
Ｒ）に近づくか、または達するまで、送信電力を段階的に低減することができる。今度は
、ＰＭＣＨ品質要件は、ｅＭＢＭＳサービス用のＭＣＣＨに列挙された最も高いＭＣＳに
基づくか、またはスモールセルによってサービスされているＵＥによって使用されている
最も高いＭＣＳに基づき得る。ＭＢＳＦＮ信号はユニキャスト信号に干渉しないので、Ｐ
ＭＣＨ信号の送信またはミューティングは現在のワイヤレス３ＧＰＰネットワークにおい
て追加のハンドオーバイベントを生じさせないことを諒解されたい。ＰＭＣＨ信号上の電
力変動によるＵＥ実装形態に対するいかなる影響も、非因果的（エンドオブサブフレーム
（end-of-subframe））自動利得制御（ＡＧＣ）またはｅＭＢＭＳ固有のＡＧＣによって
緩和され得る。
【００５４】
ＵＥ報告に基づくｅＭＢＭＳスモールセルの挙動
　[0064]スモールセルによるＭＢＳＦＮ測定は、スモールセルとＵＥとの間の位置の違い
により、スモールセルのカバレッジ内のすべてのＵＥを表すほど十分に正確ではない場合
がある。カバレッジにおけるＵＥによって経験される信号強度は、カバレッジを提供する
スモールセルによって見られる信号強度とは異なる。加えて、いくつかのスモールセル実
装形態は、スモールセルにおいて信号測定をサポートしない場合がある。一般に、スモー
ルセルは、スモールセルのカバレッジにおけるＵＥがｅＭＢＭＳサービスを受信すること
に関心があるかどうかを認識していない。
【００５５】
　[0065]一態様では、ＰＭＣＨ信号の送信はＵＥ報告に基づき得る。そのようなＵＥ報告
は、ＵＥのＭＢＭＳ関心と、ＵＥによって測定された受信されたＭＢＳＦＮ信号強度とを
示し得る。ＭＢＭＳ関心指示は、既存の技法を使用して、ＲＲＣ接続されたＵＥによって
提供され得ることを諒解されたい。しかしながら、現在の規格では、ＵＥによるスモール
セルへのＭＢＳＦＮ信号測定報告は提供されていない。したがって、ＭＢＳＦＮ信号測定
のサポートと、ＵＥによる報告とについての規定を追加することが望ましい場合がある。
測定報告は、ＭＢＭＳ関心指示メッセージにおいてもしくは別個の測定報告においてスモ
ールセルに提供されるか、またはユニキャスト測定報告において一緒にバンドルされ得る
。
【００５６】
　[0066]スモールセルによってサービスされているアイドルＵＥの場合、スモールセルへ
のＭＢＭＳ関心の報告は、ＵＥを接続状態に遷移させ、接続ＵＥについて上記で概説した
手順に従うことによって、処理され得る。スモールセルのユニキャスト容量が問題となっ
てはならないので、この手法はオーバーヘッドの許容できない増加を引き起こしてはなら
ない。有利には、この手法は、測定報告について上記で概説した変更以外の変更をワイヤ
レス規格に対して行うことを必要としない。
【００５７】
　[0067]代替として、アイドルＵＥを接続状態に遷移させる代わりに、アイドルＵＥは、
特殊な物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）シグナリングを使用することができ
る。ＰＲＡＣＨシグナリングを介して送信されたＭＢＳＦＮ測定値は、ＰＲＡＣＨ信号を
送信するときにチャネル品質指示（ＣＱＩ：Channel Quality Indication）指示がＵＥに
よって処理される方法と同様に処理され得る。たとえば、ＭＢＳＦＮ測定値が特定のしき
い値以上である場合、ＵＥはＭＢＳＦＮ測定値が高いことをシグナリングする第１のＰＲ
ＡＣＨシーケンスを送信することができ、ＭＢＳＦＮ測定値がしきい値を下回る場合、Ｕ
ＥはＭＢＳＦＮ測定値が低いことをシグナリングする第２のＰＲＡＣＨシーケンスを送信
することができる。追加のＰＲＡＣＨシーケンスを使用して、より多くのＭＢＳＦＮ測定
値がシグナリングされ得る。有利には、一般的なスモールセルは多数のＵＥを処理する必
要がなく、したがって、ＰＲＡＣＨ帯域幅はほとんどの状況で追加の信号指示を処理する
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容量を有するはずである。
【００５８】
　[0068]加えて、ＵＥは、上記で概説したＣＱＩインジケーティングと同様に、ＰＲＡＣ
Ｈ信号を使用してＭＢＳＦＮ関心を示すことができる。したがって、スモールセルは、Ｐ
ＲＡＣＨシーケンスを介してＵＥ　ＭＢＭＳ関心および／または信号強度を取得し、それ
に応じてＰＭＣＨ送信を決定することができる。一態様では、スモールセルは、ＵＥがＰ
ＲＡＣＨシグナリングを介してＭＢＭＳ関心と信号強度とを送信するべきかどうかについ
てＵＥにシグナリングすることができる。述べたように、ＰＲＡＣＨを介したＭＢＳＦＮ
信号強度シグナリングおよび／またはＭＢＭＳ関心指示は、ＣＱＩ指示と同様の方法でＵ
Ｅによって処理され得る。
【００５９】
　[0069]ＵＥ報告オーバーヘッドをさらに低減するために、周波数を報告することは、Ｍ
ＣＳに対する信号強度が指定されたしきい値を下回るときにのみアイドルＵＥが報告する
ように制限され得る。たとえば、測定された信号強度値が特定のＭＣＳ値について指定さ
れたしきい値よりも小さくない限り、アイドルＵＥは信号強度を報告しなくてもよい。異
なるＭＣＳ値について異なる報告しきい値が指定され得る。一般に、信号強度を報告する
ためのしきい値は、ＭＣＳ値が高くなるとともに増加し得る。しきい値は、ネットワーク
によって（たとえば、ＳＩＢを使用して）シグナリングされるか、またはＵＥ実装形態に
基づいてあらかじめ定義された値に設定され得る。
【００６０】
ＭＢＳＦＮエリアにおけるＭＣＳ設定
　[0070]ＭＢＳＦＮ用のネットワークＭＣＳ設定は、ＭＢＳＦＮエリアにおけるＰＭＣＨ
上で送信するスモールセルを考慮し得る。ネットワークエンティティによって指定された
ＭＣＳは、エリアにおいてＭＢＳＦＮ送信をオンにするスモールセルの数に応答して調整
され得る。本明細書で使用される場合、「ネットワークエンティティ」は、ＵＥまたはモ
バイルエンティティなどのアクセス端末を除く。
【００６１】
　[0071]スモールセルは、ユニキャストシグナリングまたはＭＢＳＦＮシグナリングのい
ずれかにおいて、独立して休止またはアクティブであり得る。たとえば、スモールセルが
、ＭＢＳＦＮシグナリング用の休止モードでありながら、ユニキャストシグナリング用の
アクティブモードになることと、ユニキャストシグナリング用のアクティブモードであり
ながら、ＭＢＳＦＮシグナリング用の休止モードになることとが考えられる（が、最適で
はない）。最適なエネルギー節約は、スモールセルがユニキャストもＭＢＳＦＮも送信し
ないときに達成され得る。スモールセルがユニキャスト信号を送信するとき、ＭＢＳＦＮ
信号の送信は、ユニキャスト信号を送信するためのエネルギー使用を超えるかなりの追加
のエネルギー使用を招かない。したがって、可能であれば、同じスモールセルにおいてユ
ニキャスト信号の送信とＭＢＳＦＮ信号の送信を結合することが有利であり得る。
【００６２】
　[0072]この目的で、スモールセルがＭＢＳＦＮエリアにおけるＭＣＳのネットワーク側
の決定における入力パラメータと同様にＭＢＳＦＮを送信する確率の推定を含めることは
、システム全体のスモールセルエネルギー効率を高め、ＭＢＳＦＮカバレッジを改善し、
ＭＢＳＦＮエリアにおけるＭＢＳＦＮ容量を増加させることができる。たとえば、ＭＣＳ
は、エリアにおいてＭＣＳを設定するネットワークエンティティへの日和見的スモールセ
ル送信の報告に基づき得る。加えて、スモールセルは送信状態をＭＣＥに報告することも
でき、ＭＣＥは、それに応じて、ＭＣＳを含むＭＢＳＦＮ構成を調整することができる。
スモールセルの送信状態は、ユニキャストシグナリングの送信と、ＭＢＳＦＮシグナリン
グの送信と、上記のシグナリングのそれぞれの送信電力とを含み得る。
【００６３】
　[0073]加えて、スモールセルは、送信状態を報告することに加えて、ＭＢＳＦＮ信号測
定値またはＵＥが報告した測定値をＭＣＥに報告することができる。一態様では、ＭＣＳ
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の目的は、ユニキャストとＭＢＳＦＮの両方でスモールセルをミュートまたはアクティブ
のいずれかにすることができるように、ＭＣＳを使用することであり得る。たとえば、Ｍ
ＣＳは、スモールセルを、ユニキャストとＭＢＳＦＮの両方でアクティブにさせるか、ま
たはユニキャストとＭＢＳＦＮの両方で休止させるレベルに設定され得る。スモールセル
カバレッジエリア内のＵＥは、スモールセルがユニキャストで休止している場合、スモー
ルセルがＭＢＳＦＮ信号を送信することがなくても、ＭＢＳＦＮエリアにおける他のセル
からのＭＢＳＦＮ信号を受信することができる。逆に、スモールセルがユニキャスト送信
でアクティブであるとき、ＭＣＳレベルはスモールセルからのＭＢＳＦＮ信号送信を考慮
する。
【００６４】
　[0074]一態様では、ＭＢＳＦＮカバレッジの理由でスモールセルを使用可能にしなけれ
ばならないときを除き、ＭＢＳＦＮ信号のスモールセル送信は一般に、スモールセルによ
るユニキャスト送信と整合（align）され得る。たとえば、スモールセルは近くのＵＥか
ら測定報告を受信することができる。報告が適切なＭＢＳＦＮ受信を示すとき、スモール
セルは、報告に応答して、ＭＢＳＦＮ送信をユニキャスト送信と整合させる（たとえば、
ＭＢＳＦＮ送信とユニキャスト送信の両方をオンに、または両方をオフに設定する）こと
ができる。報告が不適切なＭＢＳＦＮ受信を示すとき、スモールセルは、ＭＢＳＦＮカバ
レッジを改善するために、ユニキャスト信号を送信していないときでもＭＢＳＦＮ送信を
イネーブルにすることができる。
【００６５】
　[0075]図４～図６は、レガシーキャリアタイプ（ＬＣＴ）スモールセルのそれぞれのオ
フ状態、休止状態、およびアクティブ状態におけるダウンリンクフレームを示す。ＬＣＴ
スモールセルは、ＵＥがスモールセルにキャンプオンするのを可能にするために、ＰＳＳ
／ＳＳＳと、ＰＢＣＨと、ＳＩＢ情報とを送信し得る。ＬＣＴオフ状態４００では、図４
に示されるように、ダウンリンク上での送信およびアップリンク上での受信がない。ＬＣ
Ｔ休止状態５００では、図５に示されるように、ダウンリンク上での送信がなく、アップ
リンク上での少ない（スパースsparse）受信５０２、たとえば、近隣セルからのＰＲＡＣ
Ｈ、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Physical Uplink Control Channel）
またはサウンディング基準信号（ＳＲＳ：Sounding Reference Signal）の受信がある。
休止ＬＣＴセルはＰＭＣＨ信号を送信し得る。ＬＣＴアクティブ状態６００では、ダウン
リンク上に共通信号があり、アップリンク上にいくつかの制御信号および／またはデータ
信号がある。たとえば、アクティブＬＣＴスモールセルは、図６に示されるように、ダウ
ンリンク上で、５つごとのサブフレーム６０２で１次同期信号（ＰＳＳ）と２次同期信号
（ＳＳＳ）信号とを送信し、１０個ごとのサブフレーム６０４で物理ブロードキャストチ
ャネル（ＰＢＣＨ）を送信し、２０個ごとのサブフレーム６０６でＳＩＢ　１を送信し得
る。アクティブＬＣＴセルはＰＭＣＨ信号をミュートし得る。
【００６６】
　[0076]比較すると、図７～図９は、拡張型ニューキャリアタイプ（ｅＮＣＴ）スモール
セルのそれぞれのオフ状態、休止状態、およびアクティブ状態におけるダウンリンクフレ
ームを示す。ｅＮＣＴオフ状態７００では、図７に示されるように、ダウンリンク上での
送信およびアップリンク上での受信がない。ｅＮＣＴ休止状態８００では、図８に示され
るように、ダウンリンク上に低デューティスパース信号８０２があり、アップリンク受信
８０４、たとえば、すべての接続ＵＥおよび３ＧＰＰリリース１２準拠のアイドルＵＥか
らのＰＲＡＣＨの受信がある。ダウンリンク信号はまた、２００個ごとのサブフレーム（
図示せず）にＰＳＳと、ＳＳＳと、ＰＢＣＨと、狭帯域ＲＳと、ＳＩＢ　０とを含み得る
。休止ｅＮＣＴセルはＰＭＣＨ信号を送信し得る。ｅＮＣＴアクティブ状態９００では、
スモールセルはダウンリンク上で高デューティサイクルスパース信号を送信し、アップリ
ンク上でいくつかの制御信号および／またはデータ信号を受信し得る。たとえば、アクテ
ィブｅＮＣＴスモールセルは、図９に示されるように、ダウンリンク上で、５つごとのサ
ブフレーム９０２でＰＳＳ信号と、ＳＳＳ信号と、広帯域ＲＳとを送信し、１０個ごとの
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サブフレーム９０４でＰＢＣＨを送信し、２０個ごとのサブフレーム９０６でＳＩＢ　１
を送信し得る。アクティブｅＮＣＴセルはＰＭＣＨ信号をミュートし得る。
【００６７】
オープンアクセスＨｅＮＢにおけるＭＢＭＳサポートの考慮
　[0077]ＭＢＭＳは通常、Ｈｏｍｅ　ｅＮＢ（ＨｅＮＢ）によってサポートされていない
。ＨｅＮＢのｅＭＢＭＳサポートを提供するために、新しいｅＭＢＭＳ論理アーキテクチ
ャがスモールセルとともに用いられ得る。図１０は、３ＧＰＰにおける展開されたスモー
ルセルを有するアーキテクチャ１０００を示す。アーキテクチャ１０００におけるＨｅＮ
Ｂには、ＳＧＷまたはＨｅＮＢ　ＧＷへのＭ１またはＭ２インターフェースがない。図１
１は、スモールセルを有する別のｅＭＢＭＳ論理アーキテクチャ１１００を示す。アーキ
テクチャ１１００は、ＭＢＭＳ　ＧＷへのＭ２インターフェースと、ＨｅＮＢ　ＧＷへの
Ｍ１およびＭ２インターフェースとを含む。たとえば、３ＧＰＰリリース１２でサポート
されるＨｅＮＢ向けの同期通信とバックホール通信とが導入されている場合、Ｍ１および
Ｍ２インターフェースをＨｅＮＢに拡張することが可能である。したがって、Ｍ１および
Ｍ２インターフェースは、ＨｅＮＢによってサポートされる同期通信機能とバックホール
通信機能とを使用して、マクロセルによって使用される従来のＭ１およびＭ２インターフ
ェースと並行して導入され得る。
【００６８】
例示的な方法および装置
　[0078]本明細書で図示および説明した例示的なシステムを考慮すれば、開示する主題に
従って実装され得る方法は、様々なフローチャートを参照すればより良く理解されよう。
説明を簡単にするために、方法を一連の行為／ブロックとして図示および説明するが、い
くつかのブロックは、本明細書で図示および説明する順序とは異なる順序で、ならびに／
または他のブロックと実質的に同時に行われ得るので、請求する主題はブロックの数また
は順序によって限定されないことを理解し、諒解されたい。その上、本明細書で説明され
る方法を実施するために、図示されたすべてのブロックが必要とされるとは限らない。ブ
ロックに関連する機能は、ソフトウェア、ハードウェア、これらの組合せまたは任意の他
の好ましい手段（たとえば、デバイス、システム、プロセス、またはコンポーネント）に
よって実装され得ることを諒解されたい。さらに、本明細書の全体にわたって開示される
方法は、そのような方法を様々なデバイスに移送および転送することを可能にする製造物
品に、符号化された命令および／またはデータとして記憶することが可能であることをさ
らに諒解されたい。方法は、代替的に、状態図のような、一連の相互に関係する状態また
は事象として表現され得ることを、当業者は理解し諒解するであろう。
【００６９】
　[0079]図１２は、発展型マルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサービス（
ｅＭＢＭＳ）サービスを提供することを含む、ワイヤレス通信のためのスモールセルによ
る方法１２００を示す。スモールセルは、ワイヤレス通信ネットワークの低電力基地局（
たとえば、フェムトノード、ピコノード、Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂなど）であり得る。方
法１２００は、１２１０において、スモールセルによって、マクロセルからのワイヤレス
ＭＢＳＦＮ信号を受信すること、ここにおいて、スモールセルは、スモールセルを有する
ワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセルよりも実質的に小さい（たとえば、平
均マクロセル電力の１０％未満、または５％未満）送信電力を有することを特徴とする、
を含み得る。一例として、マクロが４０Ｗの送信電力を使用している間、スモールセルの
送信電力は１Ｗであり得る。方法１２００は、１２２０において、スモールセルによって
、スモールセルの無線範囲内のＭＢＳＦＮ信号の測定値を取得することを含み得る。測定
値を取得することのより詳細な態様について、図１３～図１４に関して以下で説明する。
方法１２００は、１２３０において、スモールセルが測定値に基づいて振る舞うことを含
み得る。たとえば、スモールセルは、取得された測定値に応じて取る複数のアクションの
うちの１つを選択することができる。測定値に基づく偶発的な動作のさらなる例およびよ
り詳細な態様について、図１３～図１７に関して以下で説明する。
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【００７０】
　[0080]図１３～図１７は、方法１２００とともにスモールセルによって実行され得る、
さらなるオプションの動作または態様１３００、１４００、１５００、１６００および１
７００を示す。図１３～図１７に示される動作は、方法１２００を実行するために必要と
されない。動作１３００、１４００、１５００、１６００および１７００は独立して実行
され、相互排他的ではない。したがって、そのような動作のうちのいずれか１つが、別の
下流または上流の動作が実行されるかどうかにかかわらず実行され得る。方法１２００が
図１３～図１７の少なくとも１つの動作を含む場合、方法１２００は、必ずしも、図示さ
れ得るいかなる（１つまたは複数の）後続の下流動作も含む必要なく、少なくとも１つの
動作の後に終了し得る。
【００７１】
　[0081]図１３を参照すると、方法１２００は、１３１０において、スモールセルにおい
て受信されたＭＢＳＦＮ信号を測定することによって、測定値を取得することをさらに含
み得る。たとえば、方法１２００は、１３２０において、ＭＢＳＦＮ基準信号または他の
信号に基づいて、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、また
は信号対雑音比（ＳＮＲ）から選択されたメトリックを使用して、測定することを実行す
ることを含み得る。動作１３１０および１３２０は任意の動作可能な順序で実行され得る
ことを諒解されたい。たとえば、スモールセルは、最初にメトリックを選択し１３２０、
次いで、そのメトリックの対応する測定値を取得するために、スモールセルにおいて受信
されたＭＢＳＦＮ信号を測定する１３１０。加えて、動作１３００のいずれかまたは両方
は、方法１２００の動作とともに、任意の動作可能な順序で実行され得る。たとえば、記
載されたメトリックのうちの１つを選択すること１３２０は、スモールセルにおいて受信
されたＭＢＳＦＮ信号を測定すること１３１０ありで、または測定すること１３１０なし
で、無線範囲内の測定値を取得する動作１２２０とともに実行され得る。
【００７２】
　[0082]図１４を参照すると、方法１２００は、１４１０において、スモールセルがスモ
ールセルの無線範囲におけるユーザ機器（ＵＥ）からの情報を受信することによって、測
定値を取得することをさらに含み得る。たとえば、方法１２００は、１４２０において、
ＵＥのＭＢＳＦＮサービスに対する関心、またはＭＢＳＦＮ信号強度のうちの少なくとも
１つを示す報告を備える情報を受信することを含み得る。ＭＢＳＦＮ信号強度は、たとえ
ば、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱまたはＳＮＲなどのメトリックを使用して、報告の中で示され得
る。一態様では、方法１２００は、１４３０において、ＵＥからの物理ランダムアクセス
チャネル（ＰＲＡＣＨ）信号を介して情報を受信すること、を含み得、ＵＥは、ＭＢＳＦ
Ｎ信号強度に基づいてＰＲＡＣＨシーケンスを選択することによって、値をシグナリング
する。別の態様では、方法１２００は、１４４０において、ＵＥによって測定されたＭＢ
ＳＦＮ信号強度がしきい値よりも小さい場合のみ、情報を受信することを含み得る。
逆に、ＵＥによって測定されたＭＢＳＦＮ信号強度がしきい値を上回る場合、スモールセ
ルはそのような情報を受信しないか、または任意のＭＢＳＦＮサービスを開始しようと試
みない。
【００７３】
　[0083]方法１２００は、測定値に基づいてスモールセルによって取られるアクションに
ついての、図１５に示される動作１５００をさらに含み得る。詳細には、方法１２００の
動作オペレーション１２３０は、１５１０において、スモールセルからのＭＢＳＦＮ信号
を送信するための送信電力を設定することをさらに含み得る。たとえば、送信電力を設定
すること１５１０は、１５２０において、スモールセルから送信されるべき連続したＭＢ
ＳＦＮサブフレームの数に基づいて、送信電力をランプアップすることを含み得る。連続
したフレームの数が多くなるほど、ＭＢＳＦＮサービスを開始するときにスモールセルが
送信電力をランプアップすることができる速度は遅くなる。隣接するサブフレーム間のス
モールセル送信電力のより小さい変化は、ＵＥ実装形態にそれほどの影響をもたらさない
可能性があり、実装の複雑性を低減することができる。
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【００７４】
　[0084]代替として、または加えて、方法１２００は、測定値に基づいてスモールセルに
よって取られるアクションについての、図１６に示される動作１６００をさらに含み得る
。詳細には、方法１２００の動作オペレーション１２３０は、１６１０において、測定値
に基づいて、スモールセルからのＭＢＳＦＮ信号を送信するかどうかを決定することをさ
らに含み得る。たとえば、測定値が定義されたしきい値を超える場合、スモールセルは、
ＭＢＳＦＮ信号を送信しないと決定し得る。逆に、測定値が定義されたしきい値を下回る
場合、スモールセルは、ＭＢＳＦＮ信号を送信すると決定し得る。方法１２００の別の態
様では、１６３０において、ＭＢＳＦＮ信号を送信するかどうかを決定することは、スモ
ールセルがユニキャスト信号を送信しているかどうかにさらに基づき得る。方法１２００
は、１６３０において、スモールセルのＭＢＳＦＮ送信状態、ＭＢＳＦＮ送信電力、およ
びユニキャスト送信状態のうちの少なくとも１つをマルチキャスト協調エンティティ（Ｍ
ＣＥ）に報告することを含み得る。１６４０において、ＭＣＥは、スモールセルがユニキ
ャスト信号を送信しているかどうかに少なくとも部分的に基づいて、ＭＢＳＦＮ信号で使
用されるデータレート変調コーディング方式（ＭＣＳ）を設定し得る。上述のように、ス
モールセルをＭＢＳＦＮカバレッジの理由で使用可能にしなければならないときを除き、
ＭＢＳＦＮ信号のスモールセル送信は一般に、スモールセルによるユニキャスト送信と整
合され得る。
【００７５】
　[0085]別の態様では、方法１２００は、図１７に示される追加の動作１７００を含み得
る。動作オペレーション１２３０は、１７１０において、ＭＢＳＦＮ信号のデータ品質要
件にさらに基づき得る。たとえば、１７２０において、スモールセルは、ＭＢＳＦＮ信号
で使用されるデータレートＭＣＳに基づいて、データ品質要件を決定し得る。代替として
、１７３０において、スモールセルは、スモールセルの無線範囲内のＭＢＳＦＮ信号を受
信するＵＥによって使用されるＭＣＳに基づいて、データ品質要件を決定し得る。たとえ
ば、３ＧＰＰにおける高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）システムは、約
３０の異なるマルチキャストコーディング方式（ＭＣＳ）を定義し、それらのＭＣＳから
、受信機からのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告に基づいて１つのＭＣＳが選択
され得る。同様に、ＬＴＥでは、ｅＮＢ（たとえば、スモールセル）は、ＣＱＩとオプシ
ョンで他の要因とに基づいて、複数の選択肢から１つのＭＣＳを選択し得る。したがって
、ＨＳＤＰＡ、ＬＴＥ、または類似するシステムによって定義されるような、選択された
ＭＣＳ、ＣＱＩと最大データレートとの間に相関関係が存在する。方法１２００は、１７
４０において、データ品質要件に基づいて、スモールセルによって送信されたＭＢＳＦＮ
シンボルの電力を変調することを含み得る。
【００７６】
　[0086]図１８を参照すると、ワイヤレスネットワークにおけるスモールセルとして、ま
たはスモールセル内で使用するためのプロセッサもしくは同様のデバイスとして構成され
得る、ｅＭＢＭＳを提供するための例示的な装置１８００が提供される。スモールセル１
８００は、スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセルより
も実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし得る。装置１８００は、プロセッサ、
ソフトウェア、ハードウェア、またはそれらの組合せ（たとえば、ファームウェア）によ
って実装される機能を表し得る機能ブロックを含み得る。
【００７７】
　[0087]示されるように、一実施形態では、装置１８００は、ワイヤレス通信ネットワー
クのマクロセルからＭＢＳＦＮ信号を受信するための電気コンポーネントまたはモジュー
ル１８０２を含み得る。たとえば、電気コンポーネント１８０２は、送受信機などに結合
され、１つまたは複数のワイヤレスキャリア上でＭＢＳＦＮ信号を受信するための命令を
有するメモリに結合された、少なくとも１つの制御プロセッサを含み得る。コンポーネン
ト１８０２は、ワイヤレス通信ネットワークのマクロセルからＭＢＳＦＮ信号を受信する
ための手段であり得るか、またはそれを含み得る。前記手段は、本明細書において上記で
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言及されたより詳細なプロトコル、たとえば、３ＧＰＰまたは３ＧＰＰ２に従ってワイヤ
レスＭＢＳＦＮ信号を受信するためのアルゴリズムを実行する制御プロセッサを含み得る
。これは、たとえば、ＭＢＳＦＮ信号のための無線リソースとコーディング方式とを特定
する制御チャネルを受信することと、制御チャネルによって示された無線リソース上で信
号を受信することと、示されたコーディング方式に従って信号を復号することとを含み得
る。
【００７８】
　[0088]装置１８００は、スモールセルの無線範囲内のＭＢＳＦＮ信号の測定値を取得す
るための電気コンポーネント１８０４を含み得る。たとえば、電気コンポーネント１８０
４は、送受信機などに結合され、測定値を取得するための命令を保持するメモリに結合さ
れた少なくとも１つの制御プロセッサを含み得る。コンポーネント１８０４は、ＭＢＳＦ
Ｎ信号の測定値を取得するための手段であり得るか、またはそれを含み得る。前記手段は
、受信された信号を（たとえば、本明細書において上記で言及された測定メトリックを使
用して）直接測定するか、またはＵＥから測定報告を受信するためのアルゴリズムを実行
する制御プロセッサを含み得る。
【００７９】
　[0089]装置１８００は、コンポーネント１８０４によって取得された測定値に基づいて
、あらかじめ定義されたアクションを取るための電気コンポーネント１８０６を含み得る
。たとえば、電気コンポーネント１８０６は、送受信機などに結合され、測定値を条件と
する定義されたアクションを取るための命令を保持するメモリに結合された少なくとも１
つの制御プロセッサを含み得る。コンポーネント１８０６は、ＭＢＳＦＮ信号の測定値を
条件とするあらかじめ定義されたアクションを取るための手段であり得るか、またはそれ
を含み得る。前記手段は、数値、たとえば、条件付きのＩＦ－ＴＨＥＮ分岐論理または同
等の動作に基づいて、条件付きのアクションを取るためのアルゴリズムを実行する制御プ
ロセッサを含み得る。あらかじめ定義されたアクションは、本明細書において上記で説明
されたアクションのうちの１つ、たとえば、スモールセルからのＭＢＳＦＮ送信を開始す
ることを決定すること、または送信のための送信電力を設定することであり得る。
【００８０】
　[0090]装置１８００は、説明を簡単にするために図１８に示されない、図１３～図１７
に関連して説明された追加の動作１３００～１７００のいずれかまたはすべてを実行する
ための同様の電気コンポーネントを含み得る。
【００８１】
　[0091]関連する態様では、ネットワークエンティティとして構成された装置１８００の
場合、装置１８００は、少なくとも１つのプロセッサを有するプロセッサコンポーネント
１８１０をオプションで含み得る。プロセッサ１８１０は、そのような場合、バス１８１
２または同様の通信結合を介してコンポーネント１８０２～１８０６または同様のコンポ
ーネントと動作可能に通信し得る。プロセッサ１８１０は、電気コンポーネント１８０２
～１８０６によって実行される処理または機能の起動とスケジューリングとを実施し得る
。プロセッサ１８１０は、全体的にまたは部分的に、コンポーネント１８０２～１８０６
を包含し得る。代替として、プロセッサ１８１０は、１つまたは複数の別個のプロセッサ
を含み得るコンポーネント１８０２～１８０６とは別個であり得る。
【００８２】
　[0092]さらなる関連する態様では、装置１８００は、無線送受信機コンポーネント１８
１４を含み得る。送受信機１８１４の代わりに、または送受信機１８１４とともに、スタ
ンドアロン受信機および／またはスタンドアロン送信機が使用され得る。代替として、ま
たは加えて、装置２７００は、異なるキャリア上で送信および受信するために使用され得
る、複数の送受信機または送信機／受信機ペアを含み得る。装置１８００は、たとえば、
メモリデバイス／コンポーネント１８１６など、情報を記憶するためのコンポーネントを
オプションで含み得る。コンピュータ可読媒体またはメモリコンポーネント１８１６は、
バス１８１２などを介して装置１８００の他のコンポーネントに動作可能に結合され得る
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。メモリコンポーネント１８１６は、コンポーネント１８０２～１８０６、およびそれら
のサブコンポーネント、またはプロセッサ１８１０、追加の態様１３００～１７００、ま
たは本明細書で開示される方法の活動を実行するためのコンピュータ可読命令とデータと
を記憶するように適応され得る。メモリコンポーネント１８１６は、コンポーネント１８
０２～１８０６に関連付けられた機能を実行するための命令を保持し得る。メモリ１８１
６の外部にあるものとして示されているが、コンポーネント１８０２～１８０６はメモリ
１８１６の内部に存在することができることを理解されたい。
【００８３】
　[0093]他の態様では、ワイヤレス通信ネットワークのモバイルエンティティ（たとえば
、ＵＥ）は、図１９に示されるセル再選択のための方法１９００を実行し得る。方法１９
００は、１９１０において、モバイルエンティティによって、ネットワークエンティティ
から、ＭＢＭＳサービスをサポートするマクロセル、マクロセル周波数またはスモールセ
ルのうちの少なくとも１つについての周波数情報またはセルＩＤ情報のうちの少なくとも
１つを受信することを含み得る。方法１９００は、１９２０において、たとえばタッチス
クリーン入力を介して、モバイルエンティティがユーザのサービスに対する関心を示すユ
ーザ関心情報を受信することをさらに含み得る。モバイルエンティティは、ユーザ関心情
報に少なくとも部分的に基づいて、関心のあるＭＢＭＳサービスを選択するか、またはさ
もなければ決定することができる。一態様では、ネットワークからの情報は、モバイルエ
ンティティによって示される関心のあるＭＢＭＳサービスをサポートするスモールセルに
ついての周波数またはセルＩＤ情報を含む。方法１９００は、１９３０において、モバイ
ルエンティティによって、ＭＢＭＳサービスに対する関心を示すユーザ関心情報に基づい
て、セル再選択のためのマクロセルまたは周波数を優先順位付けすることをさらに含み得
る。方法１９００の一態様では、モバイルエンティティは、動作１９１０～１９３０を実
行する間、アイドルモードであってもよく、アイドルモードのままであってもよい。
【００８４】
　[0094]図２０を参照すると、ワイヤレスネットワークにおけるモバイルエンティティと
して、またはモバイルエンティティ内で使用するためのプロセッサもしくは同様のデバイ
スとして構成され得る、マクロセルとスモールセルの両方を含むことを特徴とする異種ネ
ットワークにおいてｅＭＢＭＳサービスを受信し、セル再選択を実行するための例示的な
装置２０００が提供される。装置２０００は、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれら
の組合せ（たとえば、ファームウェア）によって実装される機能を表し得る機能ブロック
を含み得る。
【００８５】
　[0095]示されるように、一実施形態では、装置２０００は、ネットワークエンティティ
から、ＭＢＭＳサービスをサポートするマクロセル、マクロ周波数またはスモールセルの
うちの少なくとも１つについての周波数情報またはセルＩＤ情報のうちの少なくとも１つ
を受信するための電気コンポーネントまたはモジュール２００２を含み得る。たとえば、
電気コンポーネント２００２は、送受信機などに結合され、１つまたは複数のワイヤレス
キャリアの制御チャネル上で情報を受信するための命令を有するメモリに結合された少な
くとも１つの制御プロセッサを含み得る。コンポーネント２００２は、ネットワークエン
ティティから、ＭＢＭＳサービスをサポートするマクロセル、マクロ周波数またはスモー
ルセルのうちの少なくとも１つについての周波数情報またはセルＩＤ情報のうちの少なく
とも１つを受信するための手段であり得るか、またはそれを含み得る。前記手段は、本明
細書において上記で言及されたより詳細なプロトコルに従って制御信号を受信するための
アルゴリズムを実行する制御プロセッサを含み得る。
【００８６】
　[0096]装置２０００は、ユーザのサービスに対する関心を示すユーザ関心情報を受信す
るための電気コンポーネント２００４を含み得る。たとえば、電気コンポーネント２００
４は、送受信機などに結合され、ユーザインターフェースデバイスからの入力を介してユ
ーザ関心情報を受信するための命令を保持するメモリに結合された少なくとも１つの制御
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プロセッサを含み得る。コンポーネント２００４は、ユーザのサービスに対する関心を示
すユーザ関心情報を受信するための手段であり得るか、またはそれを含み得る。前記手段
は、１つまたは複数のＭＢＭＳサービスを検出し、グラフィカルユーザインターフェース
デバイスにおいて１つまたは複数のＭＢＭＳサービスを識別する情報を提示し、ユーザ入
力デバイスを介して提示したことに応答して選択データを受信し、選択データを少なくと
も１つのＭＢＭＳサービスの要求に関連付けるためのアルゴリズムを実行する制御プロセ
ッサを含み得る。
【００８７】
　[0097]装置２０００は、ＭＢＭＳサービスに対する関心を示すユーザ関心情報に基づい
て、セル再選択のためのマクロセルまたは周波数を優先順位付けするための電気コンポー
ネント２００６を含み得る。たとえば、電気コンポーネント２００６は、送受信機などに
結合され、ハンドオーバ操作のための予想されるターゲットセルのリストの中で最も優先
順位が高いエントリを識別するための命令を保持するメモリに結合された少なくとも１つ
の制御プロセッサを含み得る。コンポーネント２００６は、ＭＢＭＳサービスに対する関
心を示すユーザ関心情報に基づいて、セル再選択のためのマクロセルまたは周波数を優先
順位付けするための手段であり得るか、またはそれを含み得る。前記手段は、ハンドオー
バ動作のための２つ以上の候補ターゲットセルのリストを定義し、少なくとも１つの関心
のあるＭＢＭＳサービスを提供するマクロセルである、リスト上の任意のターゲットセル
を識別し、同じサービスを提供するスモールセルよりも高い優先順位を前記マクロセルに
割り当てるためのアルゴリズムを実行する制御プロセッサを含み得る。
【００８８】
　[0098]関連する態様では、モバイルエンティティとして構成された装置２０００の場合
、装置２０００は、少なくとも１つのプロセッサを有するプロセッサコンポーネント２０
１０をオプションで含み得る。プロセッサ２０１０は、そのような場合、バス２０１２ま
たは同様の通信結合を介してコンポーネント２００２～２００６または同様のコンポーネ
ントと動作可能に通信し得る。プロセッサ２０１０は、電気コンポーネント２００２～２
００６によって実行される処理または機能の起動とスケジューリングとを実施し得る。プ
ロセッサ２０１０は、全体的にまたは部分的に、コンポーネント２００２～２００６を包
含し得る。代替として、プロセッサ２０１０は、１つまたは複数の別個のプロセッサを含
み得るコンポーネント２００２～２００６とは別個であり得る。
【００８９】
　[0099]さらなる関連する態様では、装置２０００は、無線送受信機コンポーネント２０
１４を含み得る。送受信機２０１４の代わりに、または送受信機２０１４とともに、スタ
ンドアロン受信機および／またはスタンドアロン送信機が使用され得る。代替として、ま
たは加えて、装置２７００は、異なるキャリア上で送信および受信するために使用され得
る、複数の送受信機または送信機／受信機ペアを含み得る。装置２０００は、たとえば、
メモリデバイス／コンポーネント２０１６のような、情報を記憶するためのコンポーネン
トをオプションで含み得る。コンピュータ可読媒体またはメモリコンポーネント２０１６
は、バス２０１２などを介して装置２０００の他のコンポーネントに動作可能に結合され
得る。メモリコンポーネント２０１６は、コンポーネント２００２～２００６、およびそ
れらのサブコンポーネント、またはプロセッサ２０１０、または本明細書で開示される方
法の活動を実行するための、コンピュータ可読命令とデータとを記憶するように適応され
得る。メモリコンポーネント２０１６は、コンポーネント２００２～２００６に関連する
機能を実行するための命令を保持し得る。メモリ２０１６の外部にあるものとして示され
ているが、コンポーネント２００２～２００６はメモリ２０１６内に存在してよいことを
理解されたい。
【００９０】
　[00100]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得
ることを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデ
ータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、
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電磁波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによ
って表され得る。
【００９１】
　[00101]さらに、本明細書の開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、
モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソ
フトウェア、または両方の組合せとして実装できることを、当業者は諒解されよう。ハー
ドウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的なコンポーネン
ト、ブロック、モジュール、回路、およびステップを、上記では概してそれらの機能に関
して説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実
装するかは、具体的な適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。当
業者は、説明した機能を具体的な適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実
装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈すべきではない。
【００９２】
　[00102]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール
、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプ
ログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェアコン
ポーネント、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意
の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり
得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロ
コントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバ
イスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロ
セッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他
のそのような構成として実装され得る。
【００９３】
　[00103]本明細書の開示に関して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、直
接ハードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール
で実施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、
ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登
録商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ま
たは当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶
媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことがで
きるように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され
得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末内に
常駐し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別コンポーネ
ントとして常駐し得る。
【００９４】
　[00104]１つまたは複数の例示的な設計では、説明された機能は、ハードウェア、ソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装
した場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に
記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読
媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒
体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎
用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。
限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲ
ＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他
の磁気ストレージデバイス、あるいは、命令またはデータ構造の形態の所望のプログラム
コード手段を搬送または記憶するために使用され、汎用もしくは専用コンピュータ、また
は汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備え得る。
本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク
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（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジ
タル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およ
びブルーレイ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データ
を磁気的に符号化し、ディスク（disc）は、慣例的に、レーザでエンコーディッドオプテ
ィカリー媒体を指す。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含めるべきである
。本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用することが
できるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり
、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変
形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定
されるものではなく、本明細書で開示した原理および特徴に合致する最も広い範囲を与え
られるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のためのスモールセルによる方法であって、
　スモールセルによって、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャスト
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）信号を受信することと、ここで、前記スモールセ
ルは、前記スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセルより
も実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし、
　前記スモールセルによって、前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号の測
定値を取得することと、
　前記スモールセルによって、前記測定値に基づいて動作することと、
　を備える方法。
　［Ｃ２］
　前記取得することは、前記スモールセルにおいて受信された前記ＭＢＳＦＮ信号のメト
リックを測定することによって実行され、ここで、前記メトリックは、基準信号受信電力
（ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、または信号対雑音比（ＳＮＲ）から選択
される、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記取得することは、前記スモールセルの無線範囲におけるユーザ機器（ＵＥ）からの
情報を受信することによって実行される、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記情報は、ＭＢＳＦＮサービスに対するＵＥの関心、またはＭＢＳＦＮ信号強度のう
ちの少なくとも１つを示す報告を備える、Ｃ３に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記情報は、前記ＵＥからの物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）信号を介し
て受信される、Ｃ３に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記ＵＥは、前記ＵＥによって測定されたＭＢＳＦＮ信号強度がしきい値よりも小さい
場合のみ、前記情報を提供する、Ｃ３に記載の方法。
　［Ｃ７］
　前記動作することは、前記スモールセルからの前記ＭＢＳＦＮ信号を送信するための送
信電力を設定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ８］
　前記送信電力を設定することは、前記スモールセルから送信されるべき連続したＭＢＳ
ＦＮサブフレームの数に基づいて、前記送信電力をランプアップすることをさらに備える
、Ｃ７に記載の方法。
　［Ｃ９］
　前記動作することは、前記スモールセルからＭＢＳＦＮ信号を送信するかどうかを決定
することを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１０］
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　ＭＢＳＦＮ信号を送信するかどうかを前記決定することは、前記スモールセルがユニキ
ャスト信号を送信しているかどうかにさらに基づく、Ｃ９に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　前記スモールセルのＭＢＳＦＮ送信状態、ＭＢＳＦＮ送信電力、およびユニキャスト送
信状態のうちの少なくとも１つをマルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）に報告する
ことをさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　前記ＭＣＥは、前記スモールセルがユニキャスト信号を送信しているかどうかに少なく
とも部分的に基づいて、前記ＭＢＳＦＮ信号のためのデータレート変調コーディング方式
（ＭＣＳ）を決定する、Ｃ１１に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　前記動作することが、前記ＭＢＳＦＮ信号のデータ品質要件にさらに基づく、Ｃ１に記
載の方法。
　［Ｃ１４］
　前記ＭＢＳＦＮ信号のデータレート変調コーディング方式（ＭＣＳ）、または前記スモ
ールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号を受信するユーザ機器（ＵＥ）によって使用
されたデータレートＭＣＳのうちの少なくとも１つに基づき、前記データ品質要件を決定
すること、をさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ１５］
　前記データ品質要件に基づいて、前記スモールセルによって送信されたＭＢＳＦＮシン
ボルの電力を変調することをさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ１６］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　スモールセルにおいて、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャスト
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）信号を受信するための手段と、ここで、前記スモ
ールセルは、前記スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセ
ルよりも実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし、
　前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号の測定値を取得するための手段と
、
　前記測定値に基づいて動作するための手段と、
　を備える装置。
　［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　スモールセルにおいて、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャスト
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）信号を受信することと、ここで、前記スモールセ
ルは、前記スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセルより
も実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし、前記スモールセルの無線範囲内の前
記ＭＢＳＦＮ信号の測定値を取得することと、前記測定値に基づいて動作することと、を
行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合された、データを記憶するためのメモリと、
　を備える装置。
　［Ｃ１８］
　前記プロセッサは、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、
または信号対雑音比（ＳＮＲ）から選択されたメトリックを使用して、前記スモールセル
において受信された前記ＭＢＳＦＮ信号のメトリックを測定することによって、前記取得
することを実行するようにさらに構成される、Ｃ１７に記載の装置。
　［Ｃ１９］
　前記プロセッサは、前記スモールセルの無線範囲におけるユーザ機器（ＵＥ）からの情
報を受信することによって、前記取得することを実行するようにさらに構成される、Ｃ１
７に記載の装置。
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　［Ｃ２０］
　前記プロセッサは、ＭＢＳＦＮサービスに対するＵＥの関心、またはＭＢＳＦＮ信号強
度のうちの少なくとも１つを示す報告を備える前記情報を前記受信するようにさらに構成
される、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２１］
　前記プロセッサは、前記ＵＥから物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）信号を
介して前記情報を受信するようにさらに構成される、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　前記プロセッサは、前記スモールセルから前記ＭＢＳＦＮ信号を送信するための送信電
力を設定することを備える前記動作することを実行するようにさらに構成される、Ｃ１７
に記載の装置。
　［Ｃ２３］
　前記プロセッサは、前記スモールセルから送信されるべき連続したＭＢＳＦＮサブフレ
ームの数に基づいて、前記送信電力をランプアップすることによって、前記送信電力を設
定するようにさらに構成される、Ｃ２２に記載の装置。
　［Ｃ２４］
　前記プロセッサは、前記スモールセルからＭＢＳＦＮ信号を送信するかどうかを決定す
ることを備える前記動作することを実行するようにさらに構成される、Ｃ１７に記載の装
置。
　［Ｃ２５］
　前記プロセッサは、前記スモールセルがユニキャスト信号を送信しているかどうかにさ
らに基づいて、ＭＢＳＦＮ信号を送信するかどうかを前記決定することを実行するように
さらに構成される、Ｃ２４に記載の装置。
　［Ｃ２６］
　前記プロセッサは、前記スモールセルのＭＢＳＦＮ送信状態、ＭＢＳＦＮ送信電力、お
よびユニキャスト送信状態のうちの少なくとも１つをマルチキャスト協調エンティティ（
ＭＣＥ）に報告するようにさらに構成される、Ｃ２４に記載の装置。
　［Ｃ２７］
　前記プロセッサは、前記ＭＢＳＦＮ信号のデータ品質要件にさらに基づいて、前記動作
することを実行するようにさらに構成される、Ｃ１７に記載の装置。
　［Ｃ２８］
　前記プロセッサは、前記ＭＢＳＦＮ信号で使用されたデータレート変調コーディング方
式（ＭＣＳ）、または前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号を受信するユ
ーザ機器（ＵＥ）によって使用されたデータレートＭＣＳのうちの少なくとも１つに基づ
いて、前記データ品質要件を決定するようにさらに構成される、Ｃ２７に記載の装置。
　［Ｃ２９］
　前記プロセッサは、前記データ品質要件に基づいて、前記スモールセルによって送信さ
れたＭＢＳＦＮシンボルの電力を変調するようにさらに構成される、Ｃ２７に記載の装置
。
　［Ｃ３０］
　プロセッサによって実行されると、コンピュータに、
　スモールセルにおいて、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャスト
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）信号を受信することと、ここで、前記スモールセ
ルは、前記スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセルより
も実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし、
　前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号の測定値を取得することと、
　前記測定値に基づいて動作することと、
　を行わせる命令を保持する非一時的コンピュータ可読媒体。
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